
山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
三

山
梨
県
公
報

第
三
百
四
十
九
号

令
和
五
年一

月
三
十
日

月　曜　日

目

次

告

示

○
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
）	

三
三

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

三
四

そ

の

他

○
漁
業
法
に
よ
る
水
産
動
植
物
の
取
扱
い
の
指
示	

三
六

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
二
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 
太 
郎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
線
名
　
愛
宕
山
公
園
線

三
　
道
路
の
区
域

山
梨
県
告
示
第
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
二
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
線
名
　
甲
斐
中
央
線

三
　
道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
斐
市
篠
原
字
八
幡
前
一
番
六
地
先
か
ら

甲
斐
市
篠
原
字
八
幡
前
二
二
番
三
地
先
ま
で

旧

七
・
三
～

　
　
　
二
三
・
九

一
六
一
・
六

新

八
・
二
～

　
　
　
二
八
・
二

一
六
一
・
六

山
梨
県
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
吉
田
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
二
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
五
年
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
線
名
　
河
口
湖
精
進
線

三
　
道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
岩
窪
町
字
長
谷
五
七
〇
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
岩
窪
町
字
長
谷
五
六
三
番
地
先
ま
で

旧

一
一
・
七
～

　
　
　
一
七
・
二

一
五
四
・
七

新

一
一
・
七
～

　
　
　
一
七
・
一

一
五
四
・
七

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
岩
窪
町
字
長
谷
五
七
〇
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
岩
窪
町
字
長
谷
五
六
三
番
地
先
ま
で

旧

一
一
・
七
～

　
　
　
一
七
・
二

一
五
四
・
七

新

一
一
・
七
～

　
　
　
一
七
・
一

一
五
四
・
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

三
四

　
政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

　
政
党
の
支
部名

　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
山
梨
県
大
月
市
第
一
支

部

卯

月

政

人

白

鳥

晴

規

大
月
市
大
月
町
花
咲
一
六
〇
八

－

二
八

令
和
四
年
十
一
月

三
十
日

令
和
四
年
十
二
月

十
三
日

　
政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

　
そ
の
他
の
政
治
団
体

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
石
字
久
保
井
坂
下
二

六
七
四
番
一
地
先
か
ら

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
石
字
久
保
井
坂
下
二

六
七
四
番
一
地
先
ま
で

旧

一
〇
・
八
～

　
　
　
一
一
・
三

三
・
七

新

一
二
・
九
～

　
　
　
一
五
・
三

三
・
七

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
五
年
一
月
三
十
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
小
　
宮
　
山
　
　
　
　
博

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

#
い
の
ち
、
く
ら
し
！
オ
ー
ル
山
梨

関

本

立

美

戸

田

　

康

甲
府
市
朝
気
三

－

一
八

－

六

令
和
四
年
十
一
月

十
八
日

令
和
四
年
十
二
月

八
日

日
本
共
産
党
す
が
の
幹
子
後
援
会

深

澤

公

子

武

舎

正

志

甲
府
市
上
石
田
四

－

一
八

－

一
〇

令
和
四
年
十
二
月

十
三
日

令
和
四
年
十
二
月

十
四
日

松
井
た
だ
ひ
ろ
励
ま
す
会

松

井

忠

弘

松

井

忠

弘

甲
府
市
住
吉
三

－

三

－

一
六

－

一
〇
二

令
和
四
年
十
二
月

八
日

令
和
四
年
十
二
月

十
五
日

赤
池
た
つ
や
後
援
会

赤

池

立

弥

中

澤

　

智

甲
府
市
緑
が
丘
一

－

一
六

－

三
　
山
内
方

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

小
林
た
か
ひ
こ
後
援
会

小

林

隆

彦

小

林

由

子

中
央
市
町
之
田
二
四
〇

－

四

令
和
五
年
一
月
一

日

令
和
五
年
一
月
五

日

中
尾
け
ん
た
後
援
会

中

尾

建

太

中

尾

建

太

甲
府
市
古
上
条
町
一
三
九

－

五

令
和
五
年
一
月
一

日

令
和
五
年
一
月
五

日

な
か
じ
ま
寿
後
援
会

中

嶌

　

寿

永

友

淳

夫

甲
府
市
金
竹
町
四

－

一
一

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
六

日

宮
林
俊
と
未
来
の
都
留
を
考
え
る
会

宮

林

　

俊

宮

林

　

俊

都
留
市
下
谷
四

－

四

－

一
〇

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
六

日

自
治
体
か
ら
地
元
を
元
気
に
す
る
会

山

本

満

夫

山

本

満

夫

甲
府
市
湯
田
二

－

三

－

一
二

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
十

六
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

三
五

　
政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出
　
届
出
事
項
の
異
動
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

#
い
の
ち
、
く
ら
し
！
オ
ー
ル
山
梨

関

本

立

美

戸

田

　

康

甲
府
市
朝
気
三

－

一
八

－

六

令
和
四
年
十
一
月

十
八
日

令
和
四
年
十
二
月

八
日

日
本
共
産
党
す
が
の
幹
子
後
援
会

深

澤

公

子

武

舎

正

志

甲
府
市
上
石
田
四

－

一
八

－

一
〇

令
和
四
年
十
二
月

十
三
日

令
和
四
年
十
二
月

十
四
日

松
井
た
だ
ひ
ろ
励
ま
す
会

松

井

忠

弘

松

井

忠

弘

甲
府
市
住
吉
三

－

三

－

一
六

－
一
〇
二

令
和
四
年
十
二
月

八
日

令
和
四
年
十
二
月

十
五
日

赤
池
た
つ
や
後
援
会

赤

池

立

弥

中

澤

　

智

甲
府
市
緑
が
丘
一

－
一
六

－

三
　
山
内
方

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

小
林
た
か
ひ
こ
後
援
会

小

林

隆

彦

小

林

由

子

中
央
市
町
之
田
二
四
〇

－

四

令
和
五
年
一
月
一

日

令
和
五
年
一
月
五

日

中
尾
け
ん
た
後
援
会

中

尾

建

太

中

尾

建

太

甲
府
市
古
上
条
町
一
三
九

－

五

令
和
五
年
一
月
一

日

令
和
五
年
一
月
五

日

な
か
じ
ま
寿
後
援
会

中

嶌

　

寿

永

友

淳

夫

甲
府
市
金
竹
町
四

－

一
一

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
六

日

宮
林
俊
と
未
来
の
都
留
を
考
え
る
会

宮

林

　

俊

宮

林

　

俊

都
留
市
下
谷
四

－

四

－

一
〇

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
六

日

自
治
体
か
ら
地
元
を
元
気
に
す
る
会

山

本

満

夫

山

本

満

夫

甲
府
市
湯
田
二

－

三

－

一
二

令
和
五
年
一
月
六

日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

自
由
民
主
党
八
田
支
部

齋

藤

哲

夫

令
和
四
年
六
月
一

日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

桜

本

和

英

新

自
由
民
主
党
須
玉
支
部

矢

崎

嘉

昭

安

部

　

修

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
一
三
八
二

－

一

令
和
四
年
十
一
月

十
日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

矢

崎

茂

和

矢

崎

嘉

昭

北
杜
市
須
玉
町
藤
田
五
〇
二

新

日
本
商
工
連
盟
甲
府
地
区

越

石

　

寛

令
和
四
年
十
一
月

一
日

令
和
四
年
十
二
月

八
日

旧

小

林

　

明

新

八
木
か
ず
お
後
援
会

八

木

一

雄

令
和
四
年
十
二
月

六
日

令
和
四
年
十
二
月

十
二
日

旧

水

越

辰

巳

新

み
ん
な
で
つ
く
る
山
梨
県
民
会
議

横

内

公

明

令
和
四
年
十
二
月

十
二
日

令
和
四
年
十
二
月

十
四
日

旧

根

津

和

博

新

内
藤
た
く
み
を
支
援
す
る
巧
明
会

令
和
四
年
十
二
月

十
九
日

令
和
四
年
十
二
月

十
九
日

旧

巧
明
会

新

長
田
き
み
お
後
援
会

山

本

八

郎

中

山

雄

二

令
和
四
年
十
二
月

二
十
一
日

令
和
四
年
十
二
月

二
十
三
日

旧

浅

倉

正

意

長

田

明

男

新

高
畑
か
ず
ゆ
き
を
支
援
す
る
﹁
は

た
け
﹂
の
会

高

畑

龍

樹

高
畑
万
里
子

令
和
五
年
一
月
十

五
日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

飯

島

徳

男

相

原

和

弘



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

三
六

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
解
散
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

岡
部
幸
喜
後
援
会

梶

原

正

明

岡

部

公

史

上
野
原
市
犬
目
一
〇
二
五

令
和
四
年
十
二
月

十
日

令
和
四
年
十
二
月

十
二
日

真
衛
会

小

林

玲

夫

渡

辺

和

寛

甲
府
市
中
央
四

－

五

－

一
七

令
和
四
年
十
二
月

十
六
日

令
和
四
年
十
二
月

十
六
日

尾
形
重
寅
後
援
会

尾
形
喜
久
雄

尾

形

　

直

上
野
原
市
大
椚
六
八
〇

令
和
四
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
五
年
一
月
十

日

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出
　
資
金
管
理
団
体
指
定
届

氏
　
　
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

松

井

忠

弘

市
長

松
井
た
だ
ひ
ろ
励
ま
す
会

甲
府
市
住
吉
三

－

三

－

一
六

－

一
〇

二

松

井

忠

弘

令
和
四
年
十
二
月
八
日

令
和
四
年
十
二

月
十
五
日

赤

池

立

弥

市
議
会
議
員

赤
池
た
つ
や
後
援
会

甲
府
市
緑
が
丘
一

－

一
六

－

三
　
山

内
方

赤

池

立

弥

令
和
四
年
十
二
月
二
十
日

令
和
四
年
十
二

月
二
十
日

中

尾

建

太

市
議
会
議
員

中
尾
け
ん
た
後
援
会

甲
府
市
古
上
条
町
一
三
九

－

五

中

尾

建

太

令
和
五
年
一
月
一
日

令
和
五
年
一
月

五
日

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
よ
る
届
出
　
資
金
管
理
団
体
異
動
届

区
分

氏
　
　
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

志

村

直

毅

知
事

志
村
直
毅
後
援
会
な
お
き
会

令
和
四
年
十
二
月
二

十
六
日

令
和
四
年
十
二
月
二

十
六
日

旧

県
議
会
議
員

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

自
由
民
主
党
八
田
支
部

齋

藤

哲

夫

令
和
四
年
六
月
一

日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

桜

本

和

英

新

自
由
民
主
党
須
玉
支
部

矢

崎

嘉

昭

安

部

　

修

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
一
三
八
二

－

一

令
和
四
年
十
一
月

十
日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

矢

崎

茂

和

矢

崎

嘉

昭

北
杜
市
須
玉
町
藤
田
五
〇
二

新

日
本
商
工
連
盟
甲
府
地
区

越

石

　

寛

令
和
四
年
十
一
月

一
日

令
和
四
年
十
二
月

八
日

旧

小

林

　

明

新

八
木
か
ず
お
後
援
会

八

木

一

雄

令
和
四
年
十
二
月

六
日

令
和
四
年
十
二
月

十
二
日

旧

水

越

辰

巳

新

み
ん
な
で
つ
く
る
山
梨
県
民
会
議

横

内

公

明

令
和
四
年
十
二
月

十
二
日

令
和
四
年
十
二
月

十
四
日

旧

根

津

和

博

新

内
藤
た
く
み
を
支
援
す
る
巧
明
会

令
和
四
年
十
二
月

十
九
日

令
和
四
年
十
二
月

十
九
日

旧

巧
明
会

新

長
田
き
み
お
後
援
会

山

本

八

郎

中

山

雄

二

令
和
四
年
十
二
月

二
十
一
日

令
和
四
年
十
二
月

二
十
三
日

旧

浅

倉

正

意

長

田

明

男

新

高
畑
か
ず
ゆ
き
を
支
援
す
る
﹁
は

た
け
﹂
の
会

高

畑

龍

樹

高
畑
万
里
子

令
和
五
年
一
月
十

五
日

令
和
五
年
一
月
十

六
日

旧

飯

島

徳

男

相

原

和

弘

令
和
五
年
一
月
三
十
日

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
　
長
　
　
宮
　
　
崎
　
　
淳
　
　
一

一
　
指
示
の
内
容
　
河
口
湖
と
の
合
流
点
よ
り
上
流
の
奥
川
及
び
寺
川
で
、
ワ
カ
サ
ギ
及
び
そ
の
卵
を

採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
研
究
機
関
が
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
及
び
河
口
湖

そ
　
の
　
他

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

三
七

漁
業
協
同
組
合
が
河
口
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
資
源
増
殖
の
た
め
に
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

二
　
指
示
の
期
間
　
令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
四
十
九
号
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

三
八


